
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

編集：札幌市教育委員会生涯学習推進課 家庭教育学級担当（℡２１１－３８７２） 
 
  

 今年度の家庭教育学級の活動がスタートしました。 

6 月 23 日（金）、手稲鉄北小学校第２回学習会を参観し、

学習項目 3-6「子どもの成長に必要な栄養素や適切な食生活

について学ぶ」について、栄養教諭 羽田紗耶佳 先生のお話

を聞かせていただきました。 

学校給食では１日の食事摂取基準の 1/3 を摂取することと

なっていますが、家庭の食事で不足しがちなカルシウムやビ

タミン、鉄分、食物繊維を補うようにしていることや、地産

地消の取り組みについて説明していただきました。また、給

食室の一日は、使用する食品の検収に始まり、食器洗浄、食

器の枚数をセット、配膳台を洗浄して業務が終了するまでの

流れを、動画を見ながら丁寧に解説していただき、調理用の

ザルや調理員さんのエプロンも色で使い分けしていること

など、安全な給食を提供するための取組についても説明があ

りました。調理員さんが千人分以上の給食を提供するため、

膨大な量の野菜を下ごしらえする映像には参加された皆さ

んも目を丸くして驚いていました。お話のあとには、皆さんお楽しみの給食試食会が行われ、配

膳は手早く、きれいに残さず盛り付けられていました。 

学校においても食指導に取り組んでいますが、今回の学習会を通して、学校給食の安全・安心に

対して理解を深める機会になったとともに、日常生活の基盤である家庭においても食育に取り

組むきっかけになった様子がうかがえました。前日（22 日）は 1 年生保護者の給食試食会があ

り、羽田先生にはたいへんお忙しいところご対応いただき、そして貴重なお話をありがとうござ

いました。お忙しい中、運営に当たっていただいた皆様にも感謝申し上げます。                 
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・委託契約の締結後に PTA（父母と先生の会等）会長の

変更があった場合は「変更届」を提出してください。 

・学習会の期日、内容、講演会の講師等が未定で「学習

計画書」を提出された家庭教育学級は、期日等が決まり

ましたら改めて「学習計画書」の提出をお願いします。 

・今後新たに開設を予定している学級は、学習会の回数

が決定しましたら、できるだけお早く担当までご連絡く

ださい。※契約日の２週間前までに「学習計画書」「予

算計画書」「学級生名簿」の提出が必要となります。 

 

 

☆詳しくは HP へ GO! 

さっぽろ家庭教育ナビ 

さっぽろ家庭教育ナビも 

ぜひご覧ください！ 

◆◆令和 5 年度の家庭教育学級の活動が始まりました◆◆ 



 

 

 

今年度、44 校園から 53 通の学習報告書が届いています（令和５年 7 月 5 日現在）。注意点を

下記の記入例に記載しましたので、ご確認のうえご提出いただきますようお願いいたします。学習報

告書は学習内容を保存するとともに次年度の学習内容及び内容の集約の資料作りに使用いたします。 

学習会終了後１週間以内に担当まで送付してください。（データ送信可） 

 
  

 

 

桝山 健司） 昨年度に引き続き担当させていただきます桝山（ますやま）です。昨年度は各学級の

学習会を参観させていただく度、新たな学びがあり、あらためて家庭教育の大切さを感じる日々でし

た。今年度も皆さんの活動をサポートできるよう、精一杯頑張りますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

橋本 敏昭） 今年度より担当させていただく橋本と申します。主に開設書類や学習報告書などの確

認、周知文書等の送付作業を行っています。４年前までは中学校に勤務しておりました。中学校在職

中、学習会に参加させていただいたことを覚えています。私でお力になれることがありましたら、申

し付けていただければと思います。どうぞよろしくお願いします。  

(３)

月

名 0 人

　

令和5年度 札幌市家庭教育学級

　学　習　報　告　書

中央 区
園 ・ 学　校　名 会 場

使用教室
施設等

2F 多目的室
□□□□□ 小学校

実　施　日　時  令和 5 年 6 22 日 ( 木 )

午前  　　　午後

10:00　～　12:00

(↑※準備､設営､片付け含めて2時間以上↑)

学　習　項　目  3 - 4
選　択　番　号
学　習　形　態
(いずれかに    を
 付けてください)

講演会　　　　　座談会

学級生以外(含む子ども)

講　師　氏　名 ○○ ○○ 氏 職業･肩書 △△△△ 社 代表

講　師　謝　礼 5,000 円   (講師の交通費､贈呈用花束代､水･お茶代を含む)

参　加　人　数 合 計 15 学級生   15 人

　必修学習項目と学習した内容の詳細

（１）必修学習項目
      （一覧表より）

思いやりの心や豊かな感性を育むために必要なことを学ぶ

または講演会・座談会のテーマ

「親子の豊かなコミュニケーションを支えるために」

　（２）学習した内容の詳細（子ども・家庭に関わる内容を記載、箇条書き可）

○ 自己肯定感をもてる子どもの育て方
　　～｢そのままの自分｣が認められ大切にされているという思いを！～　親の愛情によって
　　　子どもが自信をもち､素直な気持ちが表現できように育てていくことについて

・ふれる大切さについて…　言葉ではない愛情の表現を大切にする
・見守り信じることについて…　子の望む子育てを心掛ける
・失敗を経験させることについて
　…　本人に判断を委ね決めさせたことは最後までやらせてみる。
　　　たとえ失敗しても、そこから多くのことが学べる。

　学んだことをどのように子育てに生かしていけそうですか？（箇条書き可）

・子どもに向き合うことを忘れず、お父さんとお母さんの持ち味を生かして夫婦が互いに
　うまく頼り、リスペクトし合えるようにしていきたいと思いました。
・子どもと触れあうことを大切にし、一日一回のハグを続けていくことで、子どもも親も
　安心し合う濃い時間を持ち続けたいです。
・一緒にいる時間の長さや言葉のやり取りだけにとらわれずに、触れることも大切にしな
　がら、厳しく言うのではなく、子どもそのままを認め、愛情をもって伝え続けることが
　大切であると思いました。

始まった時間で午

前・午後に✓を記

入してください。

２時間以上です。 

このように、具

体的にご記入く

ださい。 

良い例です。 
「学んだ事をどのよ
うに子育てに生かし
ていけるか」という
観点でご記入くださ
い。 

講師用のお茶、お
水、花束代はＯ.
Ｋ.  
お菓子等の飲食費
の支出はできませ
んので注意してく
ださい。 
出納簿と一致して
いるかご確認くだ
さい。 

講師名はフルネーム

でご記入ください。 

◆◆ 学習報告書…作成のポイント ◆◆ 

記入例 

◆◆ どうぞよろしくお願いいたします。（担当者より） ◆◆ 


